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【公開番号】特開2010-41703(P2010-41703A)
【公開日】平成22年2月18日(2010.2.18)
【年通号数】公開・登録公報2010-007
【出願番号】特願2008-227505(P2008-227505)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｍ  13/19     (2006.01)
   Ｈ０３Ｍ  13/23     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｍ  13/19    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月8日(2010.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　符号化率（ｑ－１）／ｑ（ｑは３以上の整数）のパリティ検査多項式（１）を用いて、
時変周期ｇ（ｇは自然数）の低密度パリティ検査畳み込み符号（ＬＤＰＣ－ＣＣ：Low-De
nsity Parity-Check Convolutional Codes）を作成する符号化器であって、
　符号化率（ｓ－１）／ｓ（ｓ≦ｑ）を設定する符号化率設定手段と、
　時点ｉの情報Ｘｒ，ｉ（ｒ＝１，２，…，ｑ－１）を入力し、式（１）のＡＸｒ，ｋ（
Ｄ）Ｘｉ（Ｄ）の演算結果を出力する第ｒ演算手段と、
　時点ｉ－１のパリティＰｉ－１を入力し、式（１）のＢｋ（Ｄ）Ｐ（Ｄ）の演算結果を
出力するパリティ演算手段と、
　前記第１から第（ｑ－１）演算手段の演算結果及び前記パリティ演算手段の演算結果の
排他的論理和を、時刻ｉのパリティＰｉとして得る加算手段と、
　前記情報Ｘｓ，ｉから前記情報Ｘｑ－１，ｉをゼロに設定する情報生成手段と、
　を具備する符号化器。

【数１】

【請求項２】
　符号化率（ｑ－１）／ｑ（ｑは３以上の整数）のパリティ検査多項式（２）に準じた検
査行列を具備し、時変周期ｇ（ｇは自然数）の低密度パリティ検査畳み込み符号（ＬＤＰ
Ｃ－ＣＣ：Low-Density Parity-Check Convolutional Codes）を信頼度伝播（ＢＰ：Beli
ef Propagation）を利用して復号する復号化器であって、
　設定された符号化率（ｓ－１）／ｓ（ｓ≦ｑ）に応じて、時点ｉ（ｉは整数）の情報Ｘ
ｓ，ｉから情報Ｘｑ－１，ｉに対応する対数尤度比を既定値に設定する対数尤度比設定手
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段と、
　前記対数尤度比を用いて、式（２）のパリティ検査多項式に準じた検査行列にしたがっ
て行処理演算及び列処理演算を行う演算処理手段と、
　を具備する復号化器。
【数２】

【請求項３】
　符号化率（ｙ－１）／ｙ及び（ｚ－１）／ｚ（ｙ＜ｚ）に対応可能な時変周期ｇ（ｇは
自然数）の低密度パリティ検査畳み込み符号（ＬＤＰＣ－ＣＣ：Low-Density Parity-Che
ck Convolutional Codes）の符号化方法であって、
　パリティ検査多項式（３）を用いて符号化率（ｚ－１）／ｚの低密度パリティ検査畳み
込み符号を生成し、
　パリティ検査多項式（４）を用いて符号化率（ｙ－１）／ｙの低密度パリティ検査畳み
込み符号を生成する、
　を有する符号化方法。
【数３】

【数４】

【請求項４】
　前記パリティ検査多項式（３）において、Ｂｋ（Ｄ）の次数の最大値は、ＡＸγ，ｋ（
Ｄ）の次数の最大値の１／２以下である、
　請求項３の符号化方法。
【請求項５】
　初回送信時に、前記パリティ検査多項式（３）を用いて前記低密度パリティ検査畳み込
み符号を生成し、
　再送要求がある場合、再送時に、前記パリティ検査多項式（４）を用いて前記低密度パ
リティ検査畳み込み符号を生成する、
　請求項３の符号化方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４２３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０４２３】
　ここで重要な点は、符号化部６５０が、実施の形態２で説明した符号化器２００を含む
点である。すなわち、符号化器２００が、符号化率（ｙ－１）／ｙ及び（ｚ－１）／ｚ（
ｙ＜ｚ）に対応可能な時変周期ｇ（ｇは自然数）のＬＤＰＣ－ＣＣ符号化を行う場合に、
符号化部６５０は、初回送信時に、パリティ検査多項式（４２）を用いてＬＤＰＣ－ＣＣ
符号語を生成し、再送要求がある場合、再送時に、パリティ検査多項式（４３）を用いて
ＬＤＰＣ－ＣＣ符号語を生成する。
【数４２】

【数４３】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４４５】
　本発明の符号化器の一つの態様は、符号化率（ｑ－１）／ｑ（ｑは３以上の整数）のパ
リティ検査多項式（４４）を用いて、時変周期ｇ（ｇは自然数）の低密度パリティ検査畳
み込み符号（ＬＤＰＣ－ＣＣ：Low-Density Parity-Check Convolutional Codes）を作成
する符号化器であって、符号化率（ｓ－１）／ｓ（ｓ≦ｑ）を設定する符号化率設定手段
と、時点ｉの情報Ｘｒ，ｉ（ｒ＝１，２，…，ｑ－１）を入力し、式（４４）のＡＸｒ，

ｋ（Ｄ）Ｘｉ（Ｄ）の演算結果を出力する第ｒ演算手段と、時点ｉ－１のパリティＰｉ－

１を入力し、式（４４）のＢｋ（Ｄ）Ｐ（Ｄ）の演算結果を出力するパリティ演算手段と
、前記第１から第（ｑ－１）演算手段の演算結果及び前記パリティ演算手段の演算結果の
排他的論理和を、時刻ｉのパリティＰｉとして得る加算手段と、前記情報Ｘｓ，ｉから前
記情報Ｘｑ－１，ｉをゼロに設定する情報生成手段と、を具備する構成を採る。
【数４４】

【手続補正４】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４４６】
　本発明の復号化器の一つの態様は、符号化率（ｑ－１）／ｑ（ｑは３以上の整数）のパ
リティ検査多項式（４５）に準じた検査行列を具備し、時変周期ｇ（ｇは自然数）の低密
度パリティ検査畳み込み符号（ＬＤＰＣ－ＣＣ：Low-Density Parity-Check Convolution
al Codes）を信頼度伝播（ＢＰ：Belief Propagation）を利用して復号する復号化器であ
って、設定された符号化率（ｓ－１）／ｓ（ｓ≦ｑ）に応じて、時点ｉ（ｉは整数）の情
報Ｘｓ，ｉから情報Ｘｑ－１，ｉに対応する対数尤度比を既定値に設定する対数尤度比設
定手段と、前記対数尤度比を用いて、式（４５）のパリティ検査多項式に準じた検査行列
にしたがって行処理演算及び列処理演算を行う演算処理手段と、を具備する構成を採る。
【数４５】

【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０４４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０４４７】
　本発明の符号化方法の一つの態様は、符号化率（ｙ－１）／ｙ及び（ｚ－１）／ｚ（ｙ
＜ｚ）に対応可能な時変周期ｇ（ｇは自然数）の低密度パリティ検査畳み込み符号（ＬＤ
ＰＣ－ＣＣ：Low-Density Parity-Check Convolutional Codes）の符号化方法であって、
パリティ検査多項式（４６）を用いて符号化率（ｚ－１）／ｚの低密度パリティ検査畳み
込み符号を生成し、パリティ検査多項式（４７）を用いて符号化率（ｙ－１）／ｙの低密
度パリティ検査畳み込み符号を生成するようにした。

【数４６】

【数４７】
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